
No.２８４９
秋 ベストビュールートから北アの盟主へ
天狗原～中岳～槍ヶ岳
実施日 2017年9月28日(木)～30日(土)
天 候 9/28 /曇 9/29☁/☀ 9/30☀
リーダー 涌井 良明
参加者 涌井良明、石附智江､中村友

子､宇野輝代､德山敬子､小名
秀鋭､宮崎敏男 計７名

費 用 JR14,060円(東京起算) 700
2,900円 3,350円 宿

泊19,600円 合計 37,260円
タイム 9/28 長野(8:06∼25 )上高地B

T(11:15∼30)槍沢ロッヂ
(15:40)

9/29 槍沢ロッヂ(5:35)ババ平
(8:55)天狗原分岐(7:30∼
40)天狗池(8:30∼55)休憩
2600(9:20∼25)稜線直下
(11:10∼27昼食)中岳(12:
37∼45)大喰岳(13:35∼50)
槍ヶ岳山荘(14:30∼15:1
0)山頂(15:45∼15:40)槍
ヶ岳山荘(16:10)

9/30 槍ヶ岳山荘(4:46)殺生H
分岐(5:21)天狗原分岐(6:
30∼45)槍沢ロッヂ(8:20∼
35)横尾(9:50∼10:00)徳
沢(10:50∼11:20昼食)明
神(12:00∼10)河童橋(12:
50∼13:00)上高地BT(13:0
0 )沢渡(13:30∼15:20
)新島々(15:50∼16:04)

松本駅(16:34∼17:08)

９／２８ 家を出る時は土砂降りの雨、
泊りでなければ当然中止だが、明日明後
日は安定した好天が見込まれるため傘か
らはみ出るザックを濡らして駅に急ぐ。
長野駅で全員合流、やはり雨の東口か
ら上高地行 せせらぎ号に乗る。
上高地に着く頃には雨も殆ど上がって､
今日も相変わらず賑わいである。
11時半、林道歩きが始まる、天気もあ
るのだろう、明神を過ぎると観光客も減
ってくる。徳沢､横尾と通過ポイントを

過ぎ、梓川から槍
沢と名を変えた流
れを聞きながら進
む。槍沢に流れ込
む支沢と、一ノ俣、
二ノ俣と橋を過ぎ

て、やや傾斜の増した登りを進むと、槍
沢ロッヂが見えた。４時間１０分で来
た！
運良く個室に入れてもらえ、風呂にも
入れて快適な初日となった。

９／２９ 早々に食堂前に陣取って朝
食を待って一番で済ます。
完全に明け切らないなか、槍沢ロッヂ
を後にする。
山道らしくなった登り
を行く､槍見からは木々
の枝を透かして槍穂がち
ょこっと見える。頭上は
青空が広がり、天狗池の
逆さ槍に期待していたの
だが･･･
ババ平のテン場を過ぎ、登るにつれ森
林限界も越えて、視界も広くなり、山肌
も秋らしい彩りを見せ始めてくれる。

水俣乗越分岐、
大曲りと槍沢
の谷筋もぐっ
と広さも増し
てカール地形
らしくなり、
未だに残る雪
渓を見ること

もできた。
天狗原分岐に着く頃になると、前方に
立ちはだかる槍の稜線は寒気の吹き出し
の影響か？岐阜県側から黒いガスがまと
わりつき始め、イヤーな感じ！
傾斜もきつくなって、天狗原分岐の標
柱に着いて一息。
直進する槍ヶ岳への道と分かれて天狗
原へ向う。モレーン状の岩石帯を２回程
通過するが、真っ盛りの秋色のコントラ
ストが美しい。灌木の小尾根を乗越して
進むと下に小さ
な池が見えてく
る、天狗池だ。
この頃には槍沢
カール上部まで
黒っぽいガスが
下りてきてお
り、池に写る槍
穂は見ることは
出来なかった。
目的の一つだっただけに、ザンネン指
数も跳ね上がる。でも、代わりとするに
は申し訳ないくらいに絶好調の周辺の紅
葉の美しさや対面に佇むイケメンの常念
岳を始めとする眺望に慰められた。



今日の歩きは
ここからが、
核心部になる、
今までと違い
壁のように見
える稜線をめ
がけて一気に
登りになる。
灌木の道から
岩塊に付けられた○印を追って高度を上
げる。行き違う登山者は上は風も強く寒
い！との情報ももらうが、戻るわけにも
いかないので風も徐々に感じながらガス
の舞う急登に体を持ち上げる。天狗のコ
ルで一旦平坦になるが、この先は岩の多

い横尾尾根
を登ること
になる、地
図で見ても
岩記号だら
けに付けら
れているの
が分るが、
ほぼ岩登り
のように登

って行く、しばらく登ってヘルメットも
着けて、２段の鉄梯子を越す。
振り返ると
随分痩せた尾
根を登ってき
たのが分る。
何せ寒い風が
吹いているの
で稜線の分岐
に出る手前で
風を避けながら手早く昼食を済ます。
完全にガスに覆われた槍～穂高の稜線
に出て右に槍ヶ岳に向う。
岐阜県側から吹く冷たい風が容赦ない、
２時間の吹かれるかと思うとウッウッレ
シクなーい！！(>̲<)
好天なら楽しめる稜線歩きなのだろう

が、今日は眺
望もない冷た
い風が吹き抜
ける尾根を唯
々○印を外さ
ないように辿
るのみである。
稜線歩き１時

間程で中岳に登り着いた、ヤレヤレと思
っているとー！！
何と何と！山稜にまとわりついていた
ガスが急速に薄くなり始め青空が覗き始

めた！
ウォーッ！！
見 え て き た ー
っ！と皆で大騒
ぎになった。向
う槍ヶ岳姿を見
せ始めた、勿論
ぐるっと北アの
山並もその姿を現し始めた。現金なもの
でこうなると今までの疲れも寒さも忘れ
て大はしゃぎ、『山は天気が良ければ９
割成功！』の格言は間違っていないのだ。
中岳からは次の大喰岳に向って一旦梯

子も含む急下降
で鞍部に下っ
て、岩と岩屑の
道を大喰岳に向
う、中岳よりは
登りも長くなく
何よりも眺望も
お供に歩けるの

は北アの醍醐味でもある。
大喰岳に着く頃はすっかりガスの流れ
もなくなり、抜けるような青空が頭上に
広がっていた。目指す槍ヶ岳は今夜の宿
赤い屋根の槍ヶ岳山荘を挟んでもう指呼
の間に見える。
その右には餓
鬼岳から燕岳
に連なる表銀
座の山並み、
槍穂の左には
黒部五郎始め
黒部源流域の
山々などゞ圧倒的な眺望に癒される。
写真に納まり山頂を後にする、急な下
りを最低鞍部までくだると飛騨沢から新
穂高へ下る道が分岐する飛騨乗越しだ。
後は60㍍程の登りをガンバって、着き
ました！ 肩ノ小屋です、今は槍ヶ岳山
荘と立派な山小屋になりました。
晴れ渡った空を背景に見上げる穂先に
は多くの登山者が取り付いています。
チェックインを済ませ､寝床も確保し
て、我々も山頂にイクヨー！

相変わらず西か
らの冷たい風は
少しあるが、快
晴の穂先に登る
のはウレシイ！
タイミング良く
混雑もなく、順
調に高度を上げ



ていく、ホー
ルド･スタンス
豊富で鎖も多
く細かい箇所
にはボルトや
鉄杭も打たれ
ており、安心
して登れる。
山頂への梯子の下では下りてきた木風
舎のガイドツアーグループと行き違う、
TVで見たような気も？？橋谷さんだっ
たのかなぁ。いずれにしてもいつも感じ
るのは山中でのガイド氏の身のこなしに
は何とも言えずにシュッ！とした安定感
がにじみ出ている流石感がうらやましい
･･･ 山頂への長めの梯子を登って3180
㍍日本で５番目に高い頂に立つ。
何回か来たが今日の天気がイチバンだ、

本当にぐ
るりと北
アの大展
望が思う
がままに
展開して
いる。天
上沢には
まさにピ

ラミッドの様な影槍もクッキリ、もちろ
ん穂高山群、鹿島槍、剱岳、立山、水晶
岳など･･･ 初めて立ったメンバーには
これ以上ない良い条件で大変ラッキーで
ヨカッタね！ 化粧直しで綺麗に飾られ
鎮座する山頂の祠と一緒に写真に納まっ
てから、下山用の梯子から下山開始。
登り以上に慎重に下るが登り同様に順
調に下り､肩に降り立つ。ハイタッチで
お互いをねぎらって１０時間に及んだ今
日の行動を無事に完了した。
まずはビールで乾杯～歓談～夕食なっ
て、さて食後も･･･ のもくろみも疲れに
は勝てず、寒さも増してきたため早々に
布団を被ることになってしまった｡
夜半頃？薄雲の空に月も見えたが風の
音もうなっていた。

９／３０ ４時起床、長い下りになる
ので朝食は弁当にしてもらい、出発前に
少し食べてから小屋を後にヘッドランプ
の灯で上高地へ向けて下山を始める。
小屋前から直ぐに下りになり槍沢カー
ルに向かって降りていく。ジグザグの道
は当然ながらしっかりしているのでゆっ
くりながら順調に歩く。
前方の常念岳左方向の明るさが増して

くると、しばらくして日の出を見る、丁
度上下に雲の帯が切れた間に登る朝日を
見ることが出
来た。振り返
ると穂先も紅
く染まりつつ
あった。山頂
で日の出を待
った登山者も
大勢いたよう
だ。南アの奥には富士の姿もクッキリ、
１５０㌔ほど離れているが、さすが秋の
天気だ。
坊主の岩小屋を過ぎ、昨日の分かれた
天狗原分岐で一息、槍沢ロッヂで預けた

お風呂セット
(着替)を回収し
て道も徐々に広
くなって来る。
しかし、さすが秋
真っ盛りで好天の
土曜日だ、行違い
の登山者のなんと
多いことよ。

今夜泊らなくてヨカッタ！
更に下って横尾へ、ここも山荘前広場
は人の群れ、ほぼ全員涸沢へ向かうのだ
ろう。他人事ながら今夜の小屋の混雑振
りを想像しただけで･･･
後は徳沢
で昼食に
して上高
地へ。
河童橋で
快晴の岳
沢～穂高
を眺めてから、BTから で沢渡温泉(梓
湖の湯)で汗を流して再び で新島々～
松本駅、始発のSあずさで帰路についた。
絶好調の槍沢の紅葉、快晴の槍山頂な
ど、北アの盟主たる秋の槍ヶ岳を巡る山
旅で、天狗池はちょっと心残りもあった
が、北アの初めて辿ったコースで、眺望
も素晴らしくやっぱり北アの人気の高さ
を再認識したところもあった。
今年は最初で最後の北ア、それにして
もトレーニング不足がたたって、２・３
日目は脚に溜まった疲労でイヤーッ辛い
歩きだった。メンバー諸氏に煽られなが
らの無事完走、何とかかっこがついたと
思ってます。 皆さんありがとうござい
ました！ 北ア、また一緒に行けるとイ
イデスネ！？

（記＆写真・涌井 良明）


